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長崎県南島原市から 6人の生産者が大阪に来てくれました。 

代表の林田さん、事務局で出荷担当の伊藤さん、そして就農 3年目から８年目の若手生産者４人です。 

一言感想と好きなじゃがいも・玉ねぎ料理を紹介します。 

 

1月 18日に産直南島原生産者交流会を開催しました 

農家の跡継ぎとしてごく自然に就農したと言いつつ、「父

が一生懸命取り組んでいるのを見て、カッコイイなと思っ

た」「カッコイイ先輩、年の近い先輩後輩がいて、若い同世

代の人がたくさんいる。 楽しくやっている」と、気候変動

や大変な作業の中にも楽しく、カッコよく頑張っている

方々でした。 

彼らからじゃがいも、たまねぎ、レタス（やさい BOX）の

植え付けから収穫までを説明してもらうと、参加者からの

質問が次から次へとあがりました。 返答する若手、補足す

る代表の林田さん。 組合員と生産者が直接顔を合わせて

の交流会は 3 年ぶりということもあってか、ほんとうにた

くさんの質問があり有意義な交流会になりました。 

 

伊藤愁平さん 

 

 
 

 
 

松尾隆史さん 竹下魁渡さん 

山田 隼さん 林田斗真さん 

林田康一さん(代表) 

生産者から「食べている人たちに会って話すことがないの

で嬉しかったし、これからも頑張って作ろうと思う」「たく

さん質問をしてもらい、興味を持ってもらっていると思う

と頑張ろうと思えるし、自分たちは若い後継者として、おい

しい野菜を長く作っていく自信があります」との言葉をも

らいました。 

参加者のアンケートからも「生産者さんを知ることで、こ

んなにも心がわくわくするとは思いませんでした」「若い生

産者が『長く作り続けられる自信がある』と言ってくれたこ

と。私たちも食べ続ける約束、登録利用の意思を示す必要が

ある」といった記述がありました。 

これからも「よやく・る」でじゃがいも、たまねぎ、やさい

BOXを利用しましょう。 

 

じゃがいもは今年褐変障害が発生しました。外はきれいなのに切ると中は褐色に変色しているというものでした。 高温障害

だったそうで今後冷蔵庫の換気をするなどで対応していくとのことでした。 届いた野菜に問題があれば支所に連絡しましょ

う。 組合員の声に早めの対応が出来るのも生活クラブの産直だからこそ。 生産者カードも出してくださいね。 生産者カー

ドは生産者にも届きます。 土がついていても、土をはたいて記入して出しましょう。 〇をつけるだけで OKです。 

 

じゃがいも切ったら黒かった？ 
 


